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Self-introduction





私も、通所生活介護施設に通う三男がおります





Topics



狩猟民族 
マイナス（ー）の文化 
Goalからの逆算

農耕民族 
プラス（＋）の文化 
Startからの積上げ

Goalは神頼み Goalは必達

卒業後の自立をイメージして指導計画を作成する



学びたいを前後に調整する工夫 

食べごろ 学びごろ





自分のできる事を知り、出来ないことは第三者に頼める

https://www.youtube.com/watch?v=40zd8aTqJHk

https://www.youtube.com/watch?v=40zd8aTqJHk


文字の必要性 
ICT機器の無い時代（紀元前～約2000年まで） 

ユビキタス（時間と場所を超えて想いを伝える重要なツール）

Society5.0時代 

マルチメディア（動画・画像・音声・‥） 



読み書きが苦手でも学習はできる

GOAL!

Input 
する手段

Output 
する手段

音声読上 
でバイパス

音声入力 
でバイパス

5～６歳ぐらい

2～3歳ぐらい

2～3歳ぐらい

5～６歳ぐらい



文字のアウトプット 

（なぞり書き・模写・視写‥の学習の大前提は 
読めなければ書けません）

音声入力 
⇓ 
日本語かな（五十音かな） 
⇓ 
フリック 
⇓ 
Qwertyキーボード 
⇓ 
紙に書く

何故か逆アプローチが多い

指導者が学んだ順番だから・・

使えない場面がある

スピード出ない！

使えないデバイスがある

紙に書かなければ行けない場面
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ICTと紙との差 

動画と音 

読めなくても聞けば・見ればわかる 
書けなくても音声で出力・動画で伝える



・自立活動の視点を踏まえた ICT 機器の活用



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

https://www.tokyo-jinken.or.jp/publication/tj_56_interview.html

https://www.tokyo-jinken.or.jp/publication/tj_56_interview.html


カメラ（静止画） 
視覚情報で残す



聞いただけで覚えられますか？（ボイスメモ） 
聴覚情報を視覚情報へ



聞いただけで覚えられますか？（UDトーク） 
聴覚情報を視覚情報へ



ボイスメモ 
聴覚情報で残す



一度聞いただけで覚えられますか（ボイスメモ）



音声アシスタント 
言葉で操作する
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画面の文字を読み上げて欲しい


（文字を読むのに時間がかかる）

（読んでもらえれば理解できる）

（ネットだけでなく画像も読んで欲しい）

（アクセシビリティ

　読み上げコンテンツ）


＊設定方法は次頁

読むことに困難がある
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画像の文字解析＆読上げ（テキスト認識表示）

プリントや板書を撮影1⃣

マークが画像に表示されればOCR（文字認識）できている画像2⃣

読みたい箇所を長押しで選択3⃣

読上げ4⃣
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Safariの中で読上げを利用する時のヒント（サイト内の不要部分を非表示）

Safari⇒気をそらす項目を非表示1⃣

不要な広告部分をタップ

（青い□で囲まれたら⇒

　非表示を押す）

2⃣

3⃣ 同じ処理を繰り返す


非表示

非表示
非表示後

4⃣ 音声読上げを行う
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Safariの中で読上げを利用する時のヒント（サイト内の不要部分を非表示）

Safari⇒リーダーを表示1⃣

不要なフレームが非表示に

なる（＊サイトの作り方に依存

ならないサイトもある）

2⃣

3⃣

非表示後

音声読上げを行う




43

ネットの調べ学習で漢字が読めないので内容理解が難しい


（Yahooキッズでは見れないサイトもある）

（音声読み上げだけでは理解しにくい）

（印刷してルビ振りは面倒くさい）


読むことに困難がある

ふりがな

（Safariでのみ

　利用可能）


＊設定方法は次頁
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板書や紙文書にルビ振りがしたい


（手書きでルビ振りの支援が得にくい）

（未学習の漢字のみにルビ振りがして欲しい）

（板書を画像保存していても漢字が読めない）


読むことに困難がある

ふりがなPDF

（うまくルビ振りされない

　ことがあります）


＊設定方法は次頁
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音声教材
発達障害等により、通常の検定教科書では一般的に使用される文字や 
図形等を認識することが困難な児童生徒に向けた教材で、パソコンや 
タブレット等の端末を活用して学習するものです。 
発達障害等、障害により紙の教科書を読むことが困難な児童生徒は、 
音声教材の提供を受けることが可能です。 
また、令和6年7月19日より、日本語指導が必要な児童生徒も 
音声教材の提供を受けることが可能となりました。

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/1374019.htm

文部科学省では音声教材の製作についての委託調査研究を実施しており、令和7年度には六つの団体が音声教材を製作し、必要な児童生徒に
対して原則として無償で提供しています。 

• 日本障害者リハビリテーション協会「マルチメディアデイジー教科書」（日本障害者リハビリテーション協会ホームページにリンク） 
• 東京大学先端科学技術研究センター「Access Reading」（東京大学先端科学技術研究センターホームページにリンク） 
• NPO法人エッジ「音声教材BEAM」（NPO法人エッジホームページにリンク） 
• 茨城大学「ペンでタッチすると読める音声付教科書」（茨城大学ホームページにリンク） 
• 広島大学「文字・画像付き音声教材」（広島大学ホームページにリンク） 
• 愛媛大学教育学部「愛媛大学UNLOCK」（愛媛大学ホームページにリンク） 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/1374019.htm
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音声教材：機械読みではなく、肉声で読み上げをして欲しい


（ブラウザで手軽に使いたい）

（申請を簡単に行いたい）

（中高生の教科書も使いたい）


読むことに困難がある

デイジー教科書

（比較的操作が簡単

　申請が簡単）


https://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/book/daisytext.html

https://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/book/daisytext.html
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書くことに困難がある
音声入力をしたい（一定の漢字が習得できている）


（文字を書くことに時間がかかる）

（キーボード入力でも時間がかかる）

（漢字変換をしても良い）


（日本語で音声入力をする際

にはキーボードが日本語入力

モードにしておく事が必要）


＊設定方法は次頁

音声入力
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書くことに困難がある

UDトーク

音声入力をしたいが、漢字変換をしないでほしい場合


（文字を書くことに時間がかかる）

（キーボード入力でも時間がかかる）

（漢字が読めない）


（学年設定をすることで

習っていない漢字はひらがな

に変換されて入力できます）


＊設定方法は次頁 https://www.youtube.com/watch?v=ox8nGEuW9z4

https://www.youtube.com/watch?v=ox8nGEuW9z4
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書くことに困難がある
文字がまだ定着していない


（文字を書くことに時間がかかる）

（似たような文字を間違える）

（日本語かなキーボードも間違えることがある）


文字を選択する度に音が鳴る 
また、漢字の選択肢を選択する 
度に読み方が鳴る 
文字と音を一致させていき、 
定着を図る


＊設定方法は次頁

タイプ入力フィードバック
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タイプ入力フィードバックの設定方法

1⃣ iPad⇒設定⇒アクセシビリティ⇒読み上げコンテンツ⇒

対応入力フィードバック⇒

（ひらがな・カタカナの習得に課題）⇒文字⇒On

（漢字の習得に課題）⇒単語を読み上げる⇒On
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書くことに困難がある
日本語かなキーボードが使いたい


（ローマ字が習得できていない）

（特殊音節の入力が不確か）

（行段が理解できていない）


　　 
　 
　 

＊設定方法は次頁

日本語かなキーボード
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書くことに困難がある
日本語かな（フリック）キーボードが使いたい


（ローマ字が習得できていない）

（五十音ではスピードがでない）

（スマホでも活用できるスキルを習得したい）


　　 
　 
　 

＊設定方法は次頁

日本語かな（フリック） 
キーボード
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書くことに困難がある
日本語手書きキーボードが使いたい


（ローマ字が習得できていない）

（日本語かなキーボードではスピードがでない）

（紙に書くスキルも捨てたくない）


日本語手書きキーボード
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書くことに困難がある

文字入力の処理速度を少しでも早くしたい


（文字を書くことに時間がかかる）

（キーボード入力に時間がかかる）


特に自分の氏名や地名 
などよく使う単語は登録して 
おくことで負担はかなり下がる


＊設定方法は次頁

ユーザー辞書
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音声入力の設定方法

1⃣ iPad⇒設定⇒一般⇒キーボード⇒キーボード⇒ユーザ辞書


編集時

（画面下）編集

追加時

（画面上）＋
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書くことに困難がある
撮影したワークシートに入力したい


（紙に書くことが難しい）

（キーボード、手書きなどで追記したい）

（数学などキーボードでは入力が難しい）


ワークシート画像に手書きで 
回答 
または、キーボード入力


＊設定方法は次頁

マークアップ
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マークアップの使い方

1⃣ （撮影した）画像を開く⇒（画面下）

2⃣ （撮影した）画像を開く⇒（画面上）

スクリブル
マーカー

ペン

消しゴム

投げ縄
範囲選択

定規
直線を引く

カラーパレット

その他ツール

設定

鉛筆

＊画像をピンチアウト（２本指で開く）と

　小さな所にも書きやすくなります
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マルチタスク（２画面表示）にしたい
２つのアプリ間でデータを効率的に利用したい 

（画像からノートテイクアプリへ文字をドラッグ＆コピー）

（音声教材とノートテイクアプリを表示）

（Safariなどで複数サイトを表示したい）


Split View 
　２画面分割 

＊設定方法は次頁

Split View 
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Slpit View   Slide Overの設定方法

1⃣ iPad⇒設定⇒マルチタスクとジェスチャ

⇒Splot ViewとSlide Over⇒チェック


Split View

2⃣ アプリ画面の中心上・・・　をタップ

⇒機能を選択
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マルチタスク（２画面表示）にしたい
２つのアプリ間でデータを効率的に利用したい 

（画像からノートテイクアプリへ文字をドラッグ＆コピー）

（音声教材とノートテイクアプリを表示）

（Safariなどで複数サイトを表示したい）


Slide Over

　複数アプリを細長く起動


＊設定方法は次頁

Slide Over
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Slpit View   Slide Overの設定方法

1⃣ iPad⇒設定⇒マルチタスクとジェスチャ

⇒Splot ViewとSlide Over⇒チェック


Slide Over

2⃣ アプリ画面の中心上・・・　をタップ

⇒機能を選択
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キーボード入力より便利（テキスト認識⇒Drag&Drop）

1⃣ プリントor板書を撮影

2⃣ アプリ画面の中心上・・・　をタップ⇒Split View

3⃣ ノートテイクアプリ（メモ、Goodnotes，ロイロetc）を開く

4⃣ 文字入力をしたい箇所を長押しで選択

⇒画像からDragしノートテイクアプリにDrop
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書くことに困難がある
音声で指示を録音したい


（紙に書くことが遅い）

（聞くだけでだいたい指示は理解できる）

（後に音声を文字化したい）


音声を文字化することも可能


＊設定方法は次頁

ボイスメモ
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①　メモアプリを起動

②　画面右上　　　　　　　 をタップ

③　画像の上　　　　　　　 をタップ

④　ポップアップから「オーディオ録音」をタップ　

⑤　赤い録音ボタンをおして音声録音

⑥　録音後、画面右上の　　　　をタップ　　　　　　
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ボイスメモの使い方

1⃣ 画面下の録音ボタンを押す

文字化したい場合　画面右上の　　　をタップ

オプション

再生速度、無音スキップ、録音補正など



・教職員がもっと ICT 機器を活用するためのヒント





デジカメ・ビデオカメラ・ラジカセ・オルガン

画像に書き込み・その場で確認・リピート再生

自己肯定感を高める・授業を変える       

必要なスキル

教員自らにメリットがあることを実感　　 

ICTが苦手でもこんなに簡単！を実感       

児童生徒にこれなら出来る！を実感         

ICTの活用で新しい授業実践                   



校内でICTの活用を広めるためのポイント 
SAMRモデルをベースにiPadで紹介 

１．教員自らにメリットがあることを実感する 

２．ICTが苦手でもこんなに簡単！を実感する 

３．児童生徒にこれなら出来る！を実感する 

４．ICTの活用で新しい授業実践する



ビデオ（タイムラプス）

長い変化を早回しで再生



どんなものを観察・記録しておきたいかな



一瞬の動作をゆっくり再生

ビデオ（スロー）



どんなものを観察したいかな



トリミング（画像の反転）

左右の理解が難しい場合に反転します



写真

Hint! 
人や動物をタップするだけで 

背景のない画像を簡単作成できます



ステッカーに追加



被写体抜き取り（iPadOS16以降） 

（居なくても・行けなくても）



計測





https://sketch.metademolab.com

Animated Drawings

https://sketch.metademolab.com


効果音アプリ 



Keynote（ライブビデオ） 
歌手と一緒にダンス・カラオケ…



Web版　ごじゅーおん

https://aki-ict.com/app/gojuon-web/

https://aki-ict.com/app/gojuon-web/


Scratch

https://scratch.mit.edu/users/naotom20023/

https://scratch.mit.edu/users/naotom20023/


重度肢体不自由児のための学習支援ソフト

http://htake-lab.moo.jp/switch-apps-4.0/switch-apps

http://htake-lab.moo.jp/switch-apps-4.0/switch-apps


・児童生徒がもっと iPad を活用するためのヒント



iPadOS18



iPad Pro：2018年以降発売のモデル 
• 11インチiPad Pro（第1世代）以降 
• 12.9インチiPad Pro（第3世代）以降 

iPad Air：2019年以降発売のモデル 
• iPad Air（第3世代）以降 

iPad mini：2019年以降のモデル 
• iPad mini（第5世代）以降 

iPad：2020年以降のモデル 
• iPad（第8世代）以降 

iPadOS18対応モデル



ボーカルショートカット







仮想トラックパッド



AssistiveTouch 　　滞留コントロール 



アクセスガイド 



iPadOS26



　「Appleでは、アクセシビリティはDNAの一部だ」と、最高

経営責任者（CEO）のTim Cook氏は発表の中で述べた。「す

べての人のためのテクノロジーを作ることは私たち全員の優先

事項であり、われわれは年内に提供するイノベーションを誇り

に思っている。これには、人々が重要な情報にアクセスし、周

囲の世界を探究し、好きなことをできるよう支援するツール群

が含まれる」



製品ページでは App Store アプリやゲームのアクセ
シビリティ機能を強調表示する新しいセクションが
表示されます。これらのラベルにより、ユーザーは
アプリをダウンロードする前にそのアプリにアクセ
スできるかどうかを確認できる新しい方法が得ら
れ、開発者はアプリがサポートする機能について
ユーザーにわかりやすく説明できるようになりま
す。これらには、VoiceOver、音声コントロール、
拡大テキスト、適切なコントラスト、動きの低減、
字幕などの機能が含まれます。アクセシビリティ栄
養ラベルは、 App Store 世界中で、開発者は製品
ページにアクセシビリティ情報を表示する前にアプ
リが満たすべき基準に関する追加のガイダンスにア
クセスできるようになります。
https://www.letemsvetemapplem.eu/ja/2025/05/13/apple-necekane-oznamil-prvni-novinky-z-ios-19-
cekaji-nas-neuveritelne-veci/

アクセシビリティラベル App Store

https://www.letemsvetemapplem.eu/ja/2025/05/13/apple-necekane-oznamil-prvni-novinky-z-ios-19-cekaji-nas-neuveritelne-veci/
https://www.letemsvetemapplem.eu/ja/2025/05/13/apple-necekane-oznamil-prvni-novinky-z-ios-19-cekaji-nas-neuveritelne-veci/


点字を使った新しい体験

点字アクセスは、全く新しい環境を変革します 
iPhone、iPad、Mac、 Apple Vision Pro エコシステ
ムに深く統合された本格的な点字メモ帳に Apple内蔵
のアプリランチャーを使えば、点字入力ディスプレイ
や接続された点字デバイスに入力するだけで、どんな
アプリでも簡単に開くことができます。Bra i l l e 
Accessを使えば、点字でメモを取ったり、数学や理
科の授業でよく使われるフォントであるNemeth点字
を使って計算したりできます。Braille Accessから
Braille Ready Format（BRF）ファイルを直接開くこ
とができるので、点字メモデバイスで作成した様々な
書籍やファイルにアクセスできるようになります。ま
た、統合されたLive Captionsを使えば、点字ディス
プレイ上で会話をリアルタイムで直接書き起こすこと
ができます。



アクセシビリティリーダーのご紹介

アクセシビリティ リーダーは、失読症や視覚障害な
ど、さまざまな障害を持つユーザーがテキストを読み
やすくするために設計された新しいシステム読み取り
モードです。アクセシビリティリーダー（デバイスで利
用可能） iPhone、iPad、Mac、 Apple Vision Pro
は、豊富なフォント、色、間隔のオプションに加え、
音声コンテンツのサポートにより、テキストをカスタ
マイズして読みたいコンテンツに集中するための新し
いオプションをユーザーに提供します。アクセシビリ
ティリーダーはどのアプリからでも起動でき、拡大鏡
アプリにも組み込まれています。 iOS、iPadOS、
macOS に対応し、ユーザーは本やメニューなど、現
実世界のテキストを操作できるようになります。



デバイスのユーザー アイトラッキング iPhoneとiPadでは、トグルボタン
または滞留ボタンを使用して選択するオプションが追加されました。視線
追跡またはトグルコントロールを使用しながらキーボードで入力する機能
が、iPhone、iPad、iPadで利用可能になりました。 

重度の運動障害のある利用者には、 iOS、iPadOSと VisionOSはスイッチ
制御をサポートする新しいプロトコルを追加しました 脳コンピュータイン
ターフェース (BCI) は、ユーザーが身体を動かすことなくデバイスを制御で
きる新しいテクノロジーです。 

アクセシビリティ設定の共有 ユーザーが他のユーザーとアクセシビリティ
設定を素早く一時的に共有できる新しい方法です。 iPhoneまたは iPad。
これは、友人のデバイスを借りたり、公共の場所を利用したりするときに
便利です。iosカフェのような雰囲気の中で。



乗り物酔い軽減用の「車両モーションキュー」がMacにも追加。iPhone、
iPad、Macで表示されるアニメーションドットのカスタマイズが可能に。 

「パーソナルボイス」のセットアップが高速化し、従来150フレーズ必要
だったところを10フレーズ・1分未満でより自然な音声を生成できるよう
になり、スペイン語（メキシコ）も追加。 

「視線トラッキング」のように、Head Trackingで頭の動きによる操作が
可能に。 



「ミュージックの触覚」で楽曲全体またはボーカル部分のみを触覚で
体験でき、強度調整もできる。 

「サウンド認識」にName Recognitionが追加され、名前を呼ばれた
際にも通知する。 

「ライブキャプションで対応言語が増え、英語（インド・オーストラリ
ア・英国・シンガポール）、中国語（簡体・広東語）、スペイン語（ラ
テンアメリカ・スペイン）、フランス語（フランス・カナダ）、日本
語、ドイツ語、韓国語に対応。



これからのICT 
生成AIとどう付き合っていくか？！
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9～17歳までの子どもの64％がAIを使用しており35％が「友達と話しているような感覚」と回
答、12％は「他に話せる人がいないためAIと会話している」と回答

https://gigazine.net/news/20250715-children-turn-ai-chatbots-friends/

https://gigazine.net/news/20250715-children-turn-ai-chatbots-friends/


テキスト生成系 
ChatGPT



サンプル（壁打ち）



宮川 雄基さんのFacebook より



https://gemini.google.com/app?hl=ja

動画や資料の要約 
Gemini

https://gemini.google.com/app?hl=ja


サンプル（Youtubeの要約）



画像の生成



サンプル（画像の生成）



サンプル（ChatGPT）



マインドマップの生成 
NotebookLM



サンプル（マインドマップの作成）



サンプル（ポッドキャストの作成）



音声付き絵本の作成 
Gemini

プロンプト例
『肢体不自由の子どもが、スイッチ操作を練習してタブレット端末を使えるように
なるまでのStorybookを作成してください』



動画生成系 
Animated Drawings



サンプル（Animated Drawings）



サンプル（Sora）



音楽生成系 



サンプル（udio）



サンプル（SUNO）



付録



R03年度　10回シリーズ　ミニ研修 

（標準機能からのスキルアップ）
１回目 ２回目 主な内容

5/11 5/25 カメラの使い方、簡単授業活用、テレビに拡大提示

6/8 6/22 様々な動画の撮影、タイムラプス、スロー

7/6 7/13 入力の方法、音声入力、Siri、キーボードの追加

9/7 9/28 画像の編集、簡単授業活用

10/12 10/26 動画の編集、簡単授業活用

11/2 11/29 授業で使えるアプリ体験１　授業進行

12/7 12/14 授業で使えるアプリ体験２　教材作成

1/11 1/25 授業で使えるアプリ体験３　読み書きの代替

2/1 2/15 授業で使えるアプリ体験４　プログラミング

3/1 315 コントロールセンターの活用、アクセシビリティ解説

代替

増強

修正
変更

変革



自分が便利を、まず実感！ 
その先に、子どもたちの為に



呉竹 東 主な内容

5/10 5/13 vBooster Teams　QRコードで運動会のダンス練習　

6/7 6/10 クラスルームの操作練習

7/5 7/4 Googleアプリ 画像検索機能で夏休みの宿題（スクショで保存）

9/6 9/1 Phonto で校内のポスター作成

9/27 9/14 Googleアプリ ３D表示で文化祭のビジュアル大道具作成

10/11 10/7 iMovie でクリスマス会の予告編ムービー作成

11/1 11/18 Keynote でニュース番組作成

12/6 12/9 Clips　でキラキラ発表会をしてみよう！

1/10 1/20 Pages  でマルチメディア卒アル作成

1/31 2/1 GrageBand で泣かせる卒業式の曲作り

R04年度　10回シリーズ　ミニ研修 

（学校行事にあわせたiPad活用法）



年間の学校行事に合わせた 
効果的なiPad活用法



主な内容

5/ 生活・職業（手洗い・作業支援・・）

6/ 国語（語彙・かな・漢字・・）

7/ 社会（地域調べ・・）

7/ 算数・数学（数唱・足し算・九九・図形・時計・・）

9/ 理科（生き物・観察・・）

10/ 音楽（合奏・作曲・・）

11/ 図工（お絵かき・デジタル制作・・）

12/ 保健体育（ダンス体操・振り返り・・）

1/ 英語（ヒアリング・スピーキング・翻訳・・）

2/ 家庭科（レシピ作成・調理・・）

R05年度　10回シリーズ　ミニ研修 

（教科横断を意識した教科指導）



教科学習で使える 
iPad実践



主な内容

第１回 素材(素材)の作り方

第２回 Keynote

第３回 どーれかな？

第４回 Bitsboard Flashcards & Games①

第５回 Bitsboard Flashcards & Games②

第６回 DropTap

第７回 Make It

第８回 OMLETつくるんです

第９回 Kahoot!
第10回 Canva

R06年度　10回シリーズ　ミニ研修 

（個に応じた教材作り　わかるって楽しい！）



個に合わせた教材作成 
iPad実践



主な内容

第１回 iPadOS18の基本的な便利機能

第２回 カメラ・写真アプリは基本　

第３回 読むことの困難

第４回 書くことの困難

第５回 聞くことの困難

第６回 話すことの困難

第７回 計算することの困難

第８回 覚えること・推測することの困難

第９回 運動の困難（DCD）
第10回 コミュニケーションの困難（ASD)

R07年度　10回シリーズ　ミニ研修 

（合理的配慮での活用法）



まとめ



LD

Learning Disability 
「学習障害」

Learning Difference 
「学び方が違う」

ではなく



読むのが難しいので音声読み上げ 
聞くだけでは理解しにくいかも・・ 

書くのが難しいのでキーボード入力 
手で書くよりも遅いかも・・ 

手法にこだわない 
アナログとのハイブリッド 
TPOに応じた使い分けが重要

教科や文字量・テストや授業など 
状況に応じた使い分けの力を 
付けることが自立には必要
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発達障害児（者）の困り

出来ないのではなく苦手！・時間がかかる！ 

　出来ないよりはマシ 

　基本的に不便さは変わらない 

　（ICTで更に不便になるのは論外 

　　算数・数学・古文・・） 

指導者の基準で判断しない！ 

　キーボードの種類 

音声読み上げ・音声入力は読み間違えがあるので使わない 

　テスト・受験等で認められないから授業も不可 

　TPOに応じて使い分けられる選択肢の数が重要 
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発達障害児（者）の支援

読むことが苦手 
　代読 

分かち書き・色・フォント・行間等の変更 
　スリット板 
　ルビ振り 
　用紙拡大 

書くことが苦手 
　代筆 

用紙拡大 
　自助具　

先生方（第三者）の支援⇒支援者がいなければ解決できない 
タブレットの支援⇒自己解決が可能⇒自立へ近づく＆教員の働き方改革 

個に応じた学び・出来た！やりたい！の実践 
WinWinの実現 



導入が早すぎると
input,outputの選択肢を
狭めてしまうかも・・



受験で機器の使用が認められないから
普段の授業でも書かせる

って適切な判断ですか？



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm


参考図書







































マジカルトイボックス 



「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　関係



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 
2011

魔法のじゅうたん 
2012

魔法のランプ 
2013

魔法のワンド 
2014

魔法の宿題 
2015

東京大学先端科学技術研究センターとソフト
バンクグループは、携帯電話・スマートフォ
ン等の情報端末の活用が障害を持つ子どもた
ちの生活や学習支援に役立つことを目指し
2009年6月から「あきちゃんの魔法のポケッ
トプロジェクト」をスタートしました。 

https://maho-prj.org

魔法の種 
2016

魔法の言葉 
2017

魔法のダイアリー 
2018

魔法のWallet 
2019

魔法のMedicine 
2020

魔法のMeasure 
2021

https://maho-prj.org


香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



h1p://npo-atds.org 

h1ps://www.facebook.com/takamatsu.takashi

http://npo-atds.org
https://www.facebook.com/takamatsu.takashi
http://npo-atds.org

